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( 2  ) 公民館かながわ

平
成
十
八
年
十
二
月
に 、

教
育
基
本

法
が
改
正
さ
れ 、

第
三
条
に
は
「
生
涯

学
習
の
理
念」 、

第
十
条
に
は
「
家
庭

教
育」 、

第
十
二
条
に
は
「
社
会
教
育」 、

第
十
三
条
に
は
「
学
校 、

家
庭
及
び
地

域
住
民
等
の
相
互
の
連
携
協
力」

に
つ

い
て
明
記
さ
れ
ま
し
た 。

ま
た 、

そ
れ

に
伴
い 、

社
会
教
育
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が 、

平
成
二
十
年
六
月
に

公
布
さ
れ 、
一
部
を
除
き
同
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た 。

こ
れ
ら
は 、
「
地
域
や
家
庭
の
教
育

力
の
低
下」
や
「
人
間
関
係
の
希
薄
化」 、

「
規
範
意
識
の
低
下」

な
ど
今
日
的
課

題
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
り 、

こ

れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て 、

地
域
の

教
育
力
の
再
生
・

創
造
を
め
ざ
す 、

地

域
の
生
涯
学
習
・

社
会
教
育
の
拠
点
と

し
て
の
公
民
館
の
果
た
す
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す 。

改
正
教
育
基
本
法
の
理
念
の
実
現
の

た
め 、

教
育
振
興
基
本
計
画
が
平
成

二
十
年
七
月
に
策
定
さ
れ 、

今
後
五
年

間
に
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
取
組
む
ベ

き
施
策
と
し
て 、

公
民
館
に
関
し
て
は 、

「
公
民
館
等
の
活
用
を
通
じ
た
地
域
の

学
習
拠
点
づ
く
り」

が
明
示
さ
れ
て
い

ま
す 。

こ
の
こ
と
は 、

地
域
が
抱
え
る

様
々
な
教
育
課
題
へ
の
対
応
や 、

社
会

の
要
請
が
高
い
分
野
の
学
習
な
ど 、

地

域
に
お
け
る
学
習
の
拠
点 、

ひ
と
づ
く

り 、

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
公
民

館
活
動
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す 。

ま
た 、

改
正
教
育
基
本
法
に 、

家
庭

教
育
に
関
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て 、

今
後
五
年
間
に
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
取
組
む
べ
き
施
策
と
し

て 、
「
子
育
て
に
関
す
る
学
習
機
会
の

提
供
な
ど
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
に
向

け
た
総
合
的
な
取
組
の
推
進」

が
明
示

さ
れ
て
い
ま
す 。

こ
の
こ
と
は 、

家
庭
教
育
の
重
要
性

を
謡
い 、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
家
庭

教
育
を
支
援
し
て
い
く
必
要
性
を
強
調

し
て
い
ま
す 。

こ
れ
ま
で
に
県
と
し
て
も 、

保
護
者

向
け
の
学
習
資
料
の
作
成
・

配
布 、

イ

ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

放
送
に
よ
る
情
報
提
供

な
ど
普
及
・

啓
発
活
動
を
メ
イ
ン
に
取

組
ん
で
き
ま
し
た 。

ま
た 、

市
町
村
が
実
施
す
る
学
校
単

位
や
地
域
単
位
の
P
T
A
で
も 、

子
育

て
や
し
つ
け
等
を
テ
l

マ
に
研
修
会
な

ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が 、

こ
う
し
た

取
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
も
大
き
な
役

割
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す 。

さ
ら
に 、

新
し
い
取
組
み
と
し
て 、

企
業
等
と
の
連
携
に
よ
る
家
庭
教
育
支

援
の
取
組
み
も
開
始
し
ま
し
た 。

し
か
し 、

家
庭
教
育
の
支
援
は
行
政

だ
け
が
行
う
も
の
で
は
な
く 、

様
々
な

団
体
や
人
た
ち
の
関
わ
り

合
い
の
中
で

充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す 。

内
閣
府
の
「
少
子
化
対
策
と
家
族
・

地
域
の
き
ず
な
に
関
す
る
意
識
調
査」

(
平
成
十
九
年
二
月
調
査
か
ら)

で
は 、

「
住
ん
で
い
る
地
域
が 、

子
育
て
し
や

す
い
社
会
に
な
る
た
め
に
は 、

ど
の
よ

う
な
子
育
て
に
関
す
る
活
動
が
あ
れ
ば

よ
い
か」

を
聞
い
た
と
こ
ろ 、
「
子
育

て
を
す
る
親
同
士
の
話
が
で
き
る
仲
間

づ
く
り
の
活
動」

や
「
子
育
て
に
関
す

る
悩
み
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る

活
動」

を
希
望
す
る
人
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す 。

こ
れ
は 、

ま
さ
に 、

今
ま
で
公
民
館

で
行
わ
れ
て
き
た「
家
庭
教
育」
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
座
や
事
業
で
あ
り
ま
す 。

ま
た 、

神
奈
川
県
公
民
館
連
絡
協
議
会

が
本
年
度
実
施
し
た
「
市
町
村
立
公
民

館
に
お
け
る
講
座
・

学
級
の
事
業
計
画

の
調
査」

に
お
い
て
は 、
「
家
庭
教
育」

の
割
合
は
叩
%
を
占
め
て
い
ま
す 。

主

な
内
容
と
し
て
は 、
「
子
育
て
に
関
す

る
学
習」
「
子
育
て
中
の
仲
間
づ
く
り」

「
親
子
と
の
ふ
れ
あ
い」

等
多
数
計
画

さ
れ
て
い
ま
す 。

そ
し
て 、
「
家
庭
教
育」

を
テ
l

マ

と
す
る
講
座
・

事
業
は 、

共
に
学
び
合

い
育
ち
合
え
る
関
係
を
つ
く
り 、

子
育

て
の
悩
み
や
生
活
課
題
を
気
軽
に
相
談

し
合
え
る
仲
間
づ
く
り
と
い
っ
た
地
域

ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
に
寄
与
し
ま
す 。
こ
う
し
た
講

座
や
事
業
で
出
会
っ
た
親
同
士
の
つ
な

が
り
は 、

子
ど
も
に
手
が
か
か
ら
な
く

な
っ
て
か
ら
も
続
き 、

さ
ら
に
地
域
活

動
や
仲
間
関
係
の
継
続
が
出
て
く
る
こ

と
も
あ
り
ま
す 。

こ
の
よ
う
に 、

公
民
館
に
家
庭
教
育

の
支
援
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
思
い
ま
す 。

ま
た 、

地
域
住
民
同
士
の
紳
を
確
か

な
も
の
に
し 、

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
ち

親
育
ち
を
支
援
し 、

子
ど
も
が
育
つ
こ

と
の
責
任
を
地
域
全
体
で
分
か
ち
合
い 、

相
互
支
援
的
関
係
を
育
ん
で
き
た
の
が

公
民
館
で
す 。

こ
の
こ
と
こ
そ
が
公
民

館
独
自
の
家
庭
教
育
支
援
の
意
義
と
役

割
で
あ
る
と
思
い
ま
す 。

今
後
は 、

子
育
て
期
の
親
と
異
世
代

と
の
関
係
づ
く
り
に
お
い
て
さ
ら
に
工

夫
が
な
さ
れ 、

家
庭
教
育
の
自
主
性
を

尊
重
し
つ
つ 、

子
育
て
に
関
す
る
学
習

機
会
や
情
報
の
提
供 、

相
談
や
専
門
的

な
人
材
の
要
請
な
ど
の
家
庭
教
育
に
関

す
る
総
合
的
な
取
組
み
を
期
待
し
て
い

ま
す 。



公民館かながわ

第
五
十
回
神
奈
川
県
公
民
館
大
会
が

平
成
二
十一
年一
月
三
十
日
に
相
模
原

市
杜
の
ホ
l

ル
は
し
も
と
で 、

開
催
地

で
あ
る
相
模
原
市
の
第
三
十
四
回
相
模

原
市
公
民
館
の
つ
ど
い
と
共
催
し 、

開

催
さ
れ
ま
し
た 。

大
会
は 、

主
題
を
「
地
域
社
会
の
創

造
を
め
ざ
す
公
民
館
j

地
域
の
紳
を
確

か
な
も
の
に
す
る
教
育
・

学
習
機
関
と

し
て
1」

と
し
て
県
内
各
市
町
公
民
館

職
員 、

運
営
審
議
会
委
員 、

教
育
委
員

会
事
務
局
関
係
職
員 、

社
会
教
育
委
員 、

社
会
教
育
関
係
団
体 、

相
模
原
市
民
な

ど
四
七
五
名
が
参
加
す
る
な
か
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た 。

公
民
館
は
地
域
住
民
の
活
動
拠
点
と

し
て 、

人
権
・

生
活
の
向
上
や
生
き
が

い
を
得
て
「
心」
・

「
暮
ら
し」

を
豊
か

に
し 、

住
民
の
連
帯
感
の
回
復
の
た
め 、

住
民
が
主
体
と
な
り 、

積
極
的
に 、

家

庭
教
育 、

学
社
連
携
等
の
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
が 、

今
日
の
日
本
社
会
で
は 、

少
子
高
齢
社
会
が
到
来
し 、

高
度
情
報

化
・

グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
み 、

人
々
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
が
多
様
化

す
る
よ
う
に
な
り 、

家
庭
や
地
域
の
教

( 3 ) 

育
力
の
低
下 、

地
域
の
連
帯
感
が
薄
れ

行
く
な
ど
の
問
題
が
う
ま
れ
て
い
ま
す 。

そ
の
よ
う
な
な
か 、

公
民
館
が
住
民

の
。

つ
ど
い
・

ま
な
び
・

む
す
び
・

ま

ち eつ
く
り
・

ひ
と
づ
く
り。

の
活
動
拠

点
と
し
て 、

そ
の
役
割
の
原
点
と
な
る

地
域
社
会
を
創
造
す
る
「
粋」

に
つ
い

て
再
考
す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た 。

大
会
は 、

相
模
原
市
で
活
動
し
て
い

る
女
声
ヴ
ォ
1
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
お
と
き
か
く」
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
後 、

式
典
が
始
ま
り
ま
し
た 。

式
典
は 、

①
公
民
館
の
歌
の
斉
唱 、

②
開
式
の
こ
と
ば 、

③
主
催
者
あ
い
さ

つ 、

④
職
員
等
功
績
表
彰
・

永
年
勤
続

表
彰
(
後
段
参
照) 、

⑤
来
賓
の
祝
辞 、

⑤
閉
式
の
こ
と
ば
と
続
き
ま
し
た 。

そ
の
後 、

事
例
発
表
や
講
演
が
行
わ

れ 、

最
後
に
神
奈
川
県
公
民
館
連
絡
協

議
会
旗
が
次
回
開
催
市
で
あ
る
逗
子
市

に
引
き
継
が
れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た 。

「
安
心
し
て
居
心
地
良
く

住
み
続
け

ら
れ
る
街
は 、

住
ん
で
い
る
人
た
ち
が

み
ん
な
で
創
っ
て
い
く
も
の
」 、

そ
ん

な
気
持
ち
か
ら
始
ま
っ
た
「
地
域
を
知

る
講
座
1

相
模
大
野
知
ら
れ
ざ
る
素
顔

1」

に
つ
い
て
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た 。相

模
大
野
駅
周
辺
の
再
開
発
に
伴
う

問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
発
端
に 、

平
成
十
六
年
に
市
民
主
体
の
運
営
体
制

で
は
じ
ま
り 、

平
成
二
十
年
度
で
五
年

目
を
迎
え
ま
し
た 。

講
座
終
了
後
に
「
相
模
大
野
j

知
ら

れ
ざ
る
素
顔」

と
題
さ
れ
編
集
委
員
に

よ
り

作
成
さ
れ
た
ま
と
め
誌
は 、

既
に

四
冊
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す 。

冊
子
に
は 、
「
わ
が
街
相
模
大
野
を

語
り
あ
う」
「
医
療
・

介
護
待
っ
た
な

し」
「
地
域
発
ア
l
ト

の
力
で
世
界
へ
」

「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
を
考
え

る」

な
ど
の
講
座
の
結
果
が
ま
と
め
ら

れ 、

こ
の
成
果
は 、

参
加
者
だ
け
で
な

く
広
く

住
民
に
公
開
し
て
お
り 、

地
域

の
店 、

場
所 、

道 、

新
し
い
町 、

住
民

等
の
取
組
み
な
ど 、

新
た
な
発
見
と
と

も
に 、

市
民
が
多
く
の
こ
と
を
共
有
す

る
た
め
に
役
立
っ
て
お
り 、

問
題
に
ぶ

つ
か
っ
た
と
き
の
知
恵
と
し
て
役
立
つ

も
の
に
な
っ
て
い
る
と
発
表
さ
れ
ま
し

た 。最
後
に 、

住
民
の
学
ぴ
を
保
障
す
る

大
野
南
公
民
館
の
活
動
は 、
「
地
域
の

粋
を
確
か
な
も
の
に
す
る
教
育
・

学
習

機
関」

と
し
て 、

住
民
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た 。

相
模
原
市
の
北
部 、

藤
野
町
に
あ
る

沢
井
公
民
館
は 、

自
然
豊
か
な
地
域
に

あ
る
公
民
館
で
す 。

こ
の
沢
井
公
民
館

の
看
板
事
業
「
き
の
こ
教
室」

を
通
じ

た
活
動
事
例
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た 。

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
「
き
の
こ

教
室」

が 、

学
習
を
き
っ
か
け
に
地
域



( 4 ) 

の
住
民
の
「
む
す
ぶ」 、
「
人
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り」

が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が

報
告
さ
れ
ま
し
た 。

自
然
を
求
め
移
住
し
て
き
た
若
い
住

民
に
「
地
域
に
溶
け
込
む
チ
ャ
ン
ス」

を
提
供
す
る
と
と
も
に 、

教
室
参
加
者

O
B
会
に
よ
る
主
体
的
・

継
続
的
な
地

域
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
ま
し
た 。

最
後
に 、
「
公
民
館
は
何
に
向
け
て

努
力
す
る
の
か」

を
常
に
考
え
な
が
ら

事
業
を
行
い 、

地
域
の
特
性
を
生
か
し

。
つ
ど
い
・

ま
な
び
・

む
す
ぶ。

に
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た

公民館かながわ

指
導
主
事
助
手
時
代
と
様
々
な
地
域
で

の
体
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
の
講
演
と
な

れ/
宇品
、し
れ~ 。

公
民
館
と
は 、

佐
渡
に
住
ん
で
い
た

と
き 、

裏
の
公
民
館
で
の
人
形
浄
瑠
璃

の
練
習
や
地
域
住
民
の
集
ま
り
で
何
度

も
利
用
し
た
こ
と
な
ど
の
体
験
を
と
お

し
て 、

公
民
館
が
地
域
の
関
わ
り
に
お

い
て
身
近
な
施
設
で
あ
る
こ
と
が
話
さ

れ
ま
し
た 。

今
の
時
代 、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン

グ
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が 、

ポ
ジ
テ
ィ

ブ
シ
ン
キ
ン
グ
に
よ
り 、

社
会
を
明
る

く
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
話
さ
れ
ま

し
た 。

ま
た 、

参
加
者
に
公
民
館
の
活

動
に
つ
い
て
も 、

も
っ
と
良
さ
を
自
慢

し
て
ほ
し
い
と
も
話
さ
れ
ま
し
た 。

今
後
も
公
民
館
を
利
用
し
て
い
き
た

い 、

と
加
え
講
演
が
終
了
し
ま
し
た 。

ダ
ニ
エ
ル
・

カ
ー

ル
さ
ん
は 、

山
形

弁
の
ユ
ー

モ
ア
豊
か
な
ト
l

ク
で
レ

ポ
ー
タ
ー

や
コ
メ
ン
テ
l
タ
ー

な
ど
タ

レ
ン
ト
と
し
て
幅
広
く

活
躍
さ
れ
て
い

ま
す 。氏

は
山
形
弁
で
有
名
で
す
が 、

奈
良

で
の
高
校
時
代 、

大
阪
・

京
都
・

佐
渡

で
過
ご
し
た
大
学
時
代 、

山
形
の
英
語

、さち

平
成
二
十
年
度
の
表
彰

O
職
員
等
功
績
表
彰

土
井

永
好

氏

相
模
原
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

O
永
年
勤
続
表
彰

岡
本

剛
介

氏

川
崎
市
麻
生
市
民
館
岡
上
分
館

武
田

拡
明

氏

川
崎
市
麻
生
市
民
館

伊
美

由
紀
子

氏

平
塚
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

吉
岡

京
子

氏

平
塚
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

保
坂

律
子

氏

平
塚
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

鈴
木

賀
子

氏

箱
根
町
仙
石
原
公
民
館

受
賞
者
の
皆
様 、

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す 。

さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す 。

《
表
紙》
松
田
山
の
早
咲
き
桜

こ
の
桜
は、

松
田
町
に
あ
る
「
西
平

畑
公
園」

に
平
成
七
年、

二
十
一

世
紀

へ
の
思
い
出
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
と

町
民
に
呼
び
か
け
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
と

カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
を
交
配
さ
せ
た
早
咲
き

桜
(
河
津
桜)

を
平
成
八
年
二
月
に
百

本
を
記
念
植
樹
し
た
の
が
始
ま
り
で
す。

そ
の
後、

追
加
植
栽
を
行
な
い
現
を

で
は
三
六
O
本
と
な
り、

二
月
の
上
旬

か
ら
三
月
上
旬
に
か
け
て
濃
い
ピ
ン
ク

色
し
た
花
ぴ
ら
が
咲
き
誇
り
ま
す。

今

で
は、

こ
の
時
期
に
桜
ま
つ
り
を
開
催

し
て
お
り、

昨
年
は
三
十
三
万
人
も
の

入
手
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

ま
た、

こ
の
「
西
平
畑
公
園
」

に

は、

ハ

i
ブ
ガ
ー
デ
ン

や
レ
ス
ト
ラ

ン
、

各
種
ハ
i
ブ
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
て

い
る
「
ハ
l
ブ
館
」、

子
ど
も
に
大
人

気
の
ミ
ニ
S
L
が
体
験
で
き
る
「
お
山

の
ポ
ッ
ポ
鉄
道
」、

ほ
か
に
も
「
子
ど

も
の
館」

や
「
自
然
館」

な
ど
親
子
連

れ
で
一

日
楽
し
め
る
施
設
も
あ
り
ま
す。

お
勧
め
は
何
と一
寄
っ

て
も、

海
抜

一
ム
ハ
六
メ
ー
ト
ル
の
松
田
山
中
腹
か
ら

の
眺
め
で
す。

南
は
足
柄
一平
野
か
ら
相

模
湾
に
浮
か
ぶ
伊
豆
大
島
や
利
島
な
ど

が
見
渡
せ、

西
は
冠
雪
し
た
富
士
山
が

一

望
で
き、

早
咲
き
桜
だ
け
で
な
く
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
堪
能
で
き
る
場
所
で
す。

来
年
の
松
田
桜
ま
つ
り
に
は、

ぜ
ひ

お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
す。



平
成
二
十
年
度

館
長・
公
運
審
委
員
等
研
修
会
報
告

相
模
原
南
市
民
ホ
ー
ル

十
二
月
十
二
日
(
金)

相
模
原
南
市

民
ホ
l

ル
で 、

今
年
度
の
館
長
・

公
運

審
委
員
等
研
修
会
が
次
の
内
容
で
行
わ

れ
ま
し
た 。

①
人
権
講
話
「
職
場
に
お
け
る
豊
か
な

関
係
づ
く
り」

神
奈
川
県
教
育
局
生
涯
学
習
文
化
財
課

綴
瀬

仁
志

氏

公民館かながわ

②
事
例
発
表
「
指
定
管
理
者
制
度
を
通

し
て
見
え
て
き
た
公
民
館
の
あ
り
方
と

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
役
割」

茅
ヶ
崎
市
立
香
川
公
民
館
運
営
審
議

会
会
長

杉
山

茂
紀

③
講
演
「
館
長 、

公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
等
と
の
協
働
1

こ
れ
か
ら
の
公
民

館
経
営
を
め
ぐ
っ
て
j」

常
磐
大
学
教
授

坂
本

登

( 5 ) 

一

四
三
名
の
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
お
り
ま
し
た 。

多
く
の
参
加
者

か
ら
大
変
充
実
し
た
研
修
会
で
あ
っ
た

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た 。

常
磐
大
学
教
授

坂
本

登
先
生
の

講
演
要
旨
を
紹
介
し
ま
す 。

0
0
0
0
 

O
は
じ
め
に

i
本
日
の
キ
ー

ワ
ー
ド
ー

今
日
の
テ
l

マ
か
ら
私
は
キ
ー
ワ
ー

ド
を
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み

た 。
一

つ
目
は
「
経
営」 、
二
つ
目
は
「
こ

れ
か
ら
」 、
三
つ
目
は
「
協
働」

と
思
う 。

経
営
の
意
味
を
考
え
る

氏

漢
和
辞
典
で
経
営
の
意
味
を
調
べ
て

み
る
と

①
「
土
台
を
つ
く
る
」

②
「
事
業
を
図
り

営
む
」
(
人
が
集
ま
つ

で
き
た
り 、

公
民
館
の
企
画
す
る
事

業
に
参
画
し
た
り
す
る
こ
と
。

そ
れ

が
イ
ベ
ン
ト

で
あ
っ
た
り 、

教
室
で

あ
っ

た
り
と
表
現
は
い
ろ
い
ろ
あ

る 。)

③
「
世
話
を
や
く」

④
「
ご
馳
走
を
す
る
」
(
職
員
の
心 、

ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る
情
報 、

自
信
を

持
っ
て
提
供
す
る
学
級
講
座
等 。)

⑤
「
苦
心
を
し
て
仕
事
に
努
力
す
る
」

(
職
員
が
努
力
す
る 。)
と
出
て
く
る 。

こ
れ
か
ら
経
営
の
概
念
を
イ
メ
ー

ジ

す
る
こ
と
が
で
き 、

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

様
を
問
う
の
が
公
民
館
経
営
の
本
当
の

意
味
で
あ
る
と
感
じ
た 。

氏

2 

こ
れ
か
ら
の
公
民
館

そ
の
1
1

今
次
法
改
正
の
特
徴
と

改
正
法
へ
の
対
応
j

今
回
の
法
改
正
の
特
徴
に
つ
い
て
い

え
ば 、
一

点
目
は 、

公
民
館
の
運
営
状

況
に
つ
い
て
評
価
を
行
う
こ
と
と 、

運

営
状
況
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
提

供
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
こ
と
。

二
点

目
は 、

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の
経
営
の

中
の
事
業
と
し
て 、

重
点
的
に
取
組
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
と
し
て 、

家

庭
教
育 、

青
少
年
教
育
と
い
う
も
の
が

挙
げ
ら
れ
る
こ
と 。

三
点
目
は 、

社
会

教
育
が
学
校
教
育
に
シ
フ
ト
し
た
感
が

あ
る
こ
と
。

四
点
目
は 、

幅
広
い
多
様

な
機
関
等
と
の
連
携
協
力
で
あ
る 。

そ
の
2
1

公
民
館
を
め
ぐ
る

制
度
的
変
化
へ
の
対
応
1

地
方
分
権
と
市
町
村
合
併 、

受
益
者

負
担
の
問
題
が
あ
る 。

市
町
村
合
併
に

よ
っ
て
社
会
教
育
と
し
て
の
公
民
館
は

活
性
化
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
現

象
が
出
て
い
る 。

公
民
館
の
活
性
化
の

た
め 、

適
切
な
対
応
策
が
講
じ
ら
れ
る

必
要
が
あ
る 。

も
う
一

点
は
民
活
と
指
定
管
理
者
制

度
で
あ
る 。

社
会
教
育
施
設
の
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
に
は
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
よ
る
弊
害
と
い
う
こ
と
も

十
分
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

。

ま
た 、

公
民
館
は
フ
ェ
イ
ス・
ト
ウ・

フ
ェ
イ
ス
を
大
切
に
し
て
き
た 。

だ
か

ら
住
民
同
士
の
人
間
関
係
や
そ
の
情
の

絡
み
が
な
く
な
る
と 、

住
民
は
公
民
館

か
ら
少
し
ず
つ
遠
ざ
か
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

。

こ
の
こ
と

は
無
視
で
き
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る 。

館
長
と
運
営
審
議
会
の
協
働

1
協
働
の
場
面
と

活
動
上
の
留
意
点
j

運
営
審
議
会
の
委
員
に
は
あ
る
領
域 、

あ
る
分
野
に
関
す
る
知
見 、

経
験 、

情

報
の
豊
か
な
方
が
委
嘱
さ
れ
る 。

そ
の

豊
か
な
経
験 、

知
見 、

情
報
を
公
民
館

が
適
切
に
吸
い
上
げ
る
よ
う 、

館
長 、

職
員
は
委
員
に
対
す
る
信
頼
感
を
も
っ

と
強
く

持
っ
て
協
力
を
仰
ぐ
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る 。

3 

0
0
0
〈〉

坂
本

登
先
生
は 、

資
料
や
デ
l
タ

を
示
し
な
が
ら
講
演
さ
れ 、

参
加
者
か

ら
は 、
「
公
民
館
経
営
に
つ
い
て
よ
く

わ
か
っ
た

。
」
「
公
民
館
職
員
の
あ
り
方 、

公
民
館
の
今
後
の
動
向
な
ど
良
く

理
解

で
き
た 。
」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た 。



( 6 ) 

二宮町生涯学習センター

公民館かながわ

わが館の自慢
「生涯学習ボランティア企画運営講座J

二
宮
町
は 、

人

口
三
万
弱
の
小
さ

な
町
で
す
が 、

町

民
の
文
化
・

学
習

活
動
が
と
て
も
盛

ん
で
す 。

二
宮
駅
か
ら
徒

歩
七
分
ほ
ど
の
場

所
に 、

二
宮
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
ラ
デ
イ
ア
ン
」

が
あ
り
ま
す 。

ラ
デ
ィ
ア
ン
は 、

五
O
O
席
の
ホ
ー

ル 、

ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
ル

l
ム

な
ど

の
多
目
的
に
使
え

る
部
屋
が
あ
り 、

様
々
な
サ
ー

ク
ル

や
団
体
の
皆
さ
ん

の
生
涯
学
習
の
場

と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す 。

ま
た 、

ラ
デ
イ

ア
ン

に

は 、

こ

ど
も
の
ほ
ん
コ
ー

ナ
ー

や
A
V
コ
ー

ナ
ー 、

学
習
室
を

備
え
た
図
書
館
が

併
設
さ
れ
て
い
ま

す 。
ラ
デ
イ
ア
ン
で

特
徴
的
な
の
は 、

開
館
当
初
よ
り

「
生

涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
皆
さ
ん
が

精
力
的
に
町
民
の
学
習
や
文
化
活
動
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す 。

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
は 、

「
ホ
l

ル
部
会」
「
余
暇
ガ
イ
ド

部
会」

「
学
級
講
座
部
会」

の
三
部
会
が
あ
り 、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
視
点
で
学
習
機
会
の

充
実
を
進
め
て
い
ま
す 。

ホ
ー

ル
部
会
は 、

ホ
l

ル
公
演
の
企

画
・

宣
伝
や 、

会
場
の
整
理
な
ど
が
主

な
仕
事
で
す 。

余
暇
ガ
イ
ド

部
会
は 、

町
の
ホ
l

ム

ペ
l

ジ
に
各
種
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
情
報
を
ま
と
め
た
『
身

近
な
余
暇
ガ
イ
ド』

を
掲
載
し
て
い
ま

す 。

学
級
講
座
部
会
で
は 、

子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で 、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座

の
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
行
っ
て
い
ま

す 。

子
ど
も
を
対
象
に 、

も
の
づ
く
り

や 、

科
学
実
験
な
ど
の
様
々
な
体
験
を

し
て
も
ら
お
う
と 、
「
子
ど
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
室
」

と
銘
打
っ
て 、

毎
年
数
講

座
を
展
開
し
て
い
ま
す 。

一

例
を
あ
げ
る
と 、

母
の
日
に
あ
わ

せ
て 、

母
と
子
で
作
る
携
帯
ス
ト
ラ
ッ

プ
作
り
を
行
い
ま
し
た 。

子
ど
も
用
と

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

用
の
二
組
の
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
作
り 、

プ
レ
ゼ
ン
ト

用
に

は 、

手
作
り
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
1
ド
を

添
え
ま
し
た 。

自
分
の
手
作
り
で
日
頃

の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
の
喜

び
を
味
わ
う
と
と
も
に 、

親
子
で
一

緒

に
作
る
こ
と
に
よ
り 、

親
子
の
ふ
れ
あ

い
の
場
と
な
り 、

参
加
し
た
親
子
共
々

大
変
好
評
で
し
た 。

ま
た 、

講
座
の
企
画
運
営
に
と
ど
ま

ら
ず 、

学
級
講
座
部
会
メ
ン
バ
ー
自
ら

が
青
少
年
セ
ン
タ
ー

へ

研
修
に
行
く
な

ど
し
て
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け 、

講

師
と
し
て 、

子
ど
も
た
ち
に
科
学
や
も

の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
ま
す 。

住
民
の
目
線
に
立
っ
た
講
座
・

教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す 。

ま
た 、

講
座
が
終
了
し
た
後
も
受
講

者
を
中
心
と
し
て 、

継
続
サ
ー

ク
ル
と

し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
グ
ル
ー

プ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す 。

最
近
の
例
を
あ

げ
る
と 、
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」
「
水
墨

画
」
「
書
道
」
「
短
歌
」
「
オ
カ
リ
ナ
」

な
ど
で
す 。

三
月
に
は 、

学
級
講
座
部
会
の
今
ま

で
の
活
動
の
成
果
を
ま
と
め
た
展
示
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す 。



サ
ー
ク
ル
紹
介
(
1)

車
椅
?7
ダ
ン
ス
矢
車
草
の
会

富
士
・

箱
根
連
山
を
背
景
に
も
つ
金

一
太
郎
の
ふ
る
さ
と
南
足
柄
市 。

一

N
P
O
法
人
車
椅
子
ダ
ン
ス
普
及
会

一
矢
車
草
南
足
柄
支
部
は
こ
こ
の
中
部
公

一
民
館
で
七
年
前
に
誕
生
し
ま
し
た 。

こ

一
の
会
は
障
害
者
や
高
齢
者
が
健
常
者
と

一
一

緒
に
な
っ
て
車
椅
子
社
交
ダ
ン
ス
・

一
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
会
で
す 。

一
懐
か
し
い
歌
謡
曲 、

テ
レ
ビ
か
ら
流
れ

一
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
曲 、

ダ
ン
ス
音
楽
等

一
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
ダ
ン
ス
を
練

一
習
し 、

施
設
訪
問
や
地
域
の
福
祉
活
動 、

一
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
活
躍
し
て
い
ま
す 。

一

訪
問
活
動
と
し
て
は
重
度
障
害
者
の

一
施
設 、

知
的
障
害
者
施
設 、

高
齢
者
の

一
デ
イ
・

サ
ー
ビ
ス
施
設
等
に
行
き
ま
す

一
が 、

会
員
が
車
椅
子
の
前
後
に
つ
い
て

一
一

緒
に
踊
り
だ
す
と 、

歌
を
口
ず
さ
む

一
人 、
一
棋
を
流
し
て
喜
ぶ
人 、

会
員
の
手

一
を
握
っ
た
ま
ま
離
そ
う
と
も
せ
ず
笑
み

一
を
浮
か
べ
て
じ
っ
と
見
つ
め
る
人
等
が

一
い
て 、

あ
っ
と
い
う
聞
に
時
間
が
過
ぎ

一
て
い
き
ま
す 。

そ
の
時
の
感
動
が
私
た

一
ち
へ
の
ご
褒
美
で
あ
り 、

ま
た
次
へ
の

一
活
動
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す 。

そ
し

一
て
こ
の
活
動
が
障
害
者
の
リ
ハ
ビ
リ
や

)一
心
の
ケ
ア
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば

げ一

と
願
っ
て
い
ま
す 。

公民館かながわ

南
足
柄
市
中
部
公
民
館

ま
た 、

小
中
学
校
の
福
祉
学
習
の
一

つ
と
し
て
生
徒
に
車
椅
子
ダ
ン
ス
を
体

験
し
て
も
ら
い

、

こ
れ
を
通
じ
て
人
へ

の
思
い
や
り 、

優
し
さ
の
大
切
さ
を
教

え
て
い
ま
す 。

そ
の
他
の
活
動
と
し
て

は 、

市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
主
催
の

「
集
ま
れ
フ
エ
ス
タ」

や
二
市
八
町
の

社
協
主
催
の
「
に
こ
に
こ
の
会」

等
が

あ
り
地
域
の
人
た
ち
と
車
椅
子
ダ
ン
ス

を
楽
し
ん
で
い
ま
す 。

こ
う
し
た
活
動
が
認
め
ら
れ 、

私
た

ち
の
会
が
今
年
度 、

福
祉
功
労
団
体
と

し
て
南
足
柄
市
社
協
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た 。

私
た
ち
の
活
動
拠
点
で
あ
る
中

部
公
民
館
の
職
員
の
方
々
の
明
る
い
笑

顔
と
親
切
な
対
応
が
あ
っ
て
こ
そ
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す 。支

部
長

加
藤
美
代
子

サ
ー
ク
ル
紹
介
(
2)

絵
手
紙
サ
ー

ク
ル

今
か
ら
十
年
程
前
で
す 。

公
民
館
で

絵
手
紙
教
室
が
聞
か
れ 、

皆
様
に
体
験

し
て
頂
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た 。

絵
手

紙
が
急
速
に
全
国
に
広
ま
り 、
テ
レ
ピ
・

新
聞
で
紹
介
さ
れ 、

絵
手
紙
展
が
聞
か

れ
ま
す
と 、

そ
の
魅
力
に
ひ
か
れ 、

主

婦
層
で
会
場
は
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た 。

そ
ん
な
な
か 、

教
室
に
参
加
さ
れ
た

方
々
の
希
望
で 、
月
一

回
公
民
館
で
『
絵

手
紙
サ
ー
ク
ル』

の
仲
間
が
で
き 、

今

に
至
っ
て
お
り
ま
す 。

絵
手
紙
は
『
手
紙』

。

自
分
の
気
持

ち
を
相
手
に
伝
え
る
の
が
目
的
で
あ
り 、

自
由
に
楽
し
く

描
く
こ
と
が
基
本
で
あ

る
こ
と
な
ど 、

身
近
な
生
活
の
中
で
活

用
し
て
頂
く
の
が
目
的
で
す 。

頂
き
物

を
し
た
時
に
そ
の
絵
を
描
き 、

言
葉
を

添
え
て
お
礼
状
を
出
し
た
り 、

病
気
療

養
を
し
て
い
る
友
へ

季
節
の
花
を
描
い

て
励
ま
し
た
り
:・ 。

和
気
あ
い
あ
い
の

教
室
で 、

お
も
い
お
も
い
の
絵
手
紙
を

描
き 、

皆
で
褒
め
あ
い

、

教
え
あ
い

、

絵
手
紙
の
基
本
中
の
基
本

。
ヘ
タ
が
い

い
、

ヘ
タ
で
い
い
。

を
抜
け
て 、

上
手

に
な
ろ
う
と
努
力
し
て
お
り
ま
す 。

絵
手
紙
を
描
く
こ
と
は 、

何
気
な
い

こ
と
の
よ
う
で
す
が 、

相
手
の
人
の
為

に
三
十
分 、
一

時
間
と
時
間
を
使
っ
て

山
北
町
立
中
央
公
民
館

い
る
わ
け
で 、

実
は
奥
が
深
い 、

描
い
た

人
の
温
も
り
が
伝
わ
る
手
紙
な
の
で
す 。

最
近 、

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
で
月
一

回 、

老
人
ホ
l

ム
に
伺
い
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
々
と
絵
手
紙
を
描
い

て
い
ま
す 。

感
謝
の
言
葉
を
添
え
た
作
品
を
ご
家

庭
に
お
土
産
に
持
っ
て
帰
る
と
言
っ
て
喜

ん
で
下
さ
っ
た
り 、

上
手
に
描
け
た
か
ら

部
屋
に
飾
り
ま
す
と
か 、

毎
月
と
っ
て
も

楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
下
さ
っ
て
い
ま
す 。

電
話
・

メ
l

ル
が
主
流
の
今
だ
か
ら

こ
そ 、

絵
手
紙
に
よ
っ
て
素
敵
な
人
間

関
係
が
出
来
る 。

そ
の
喜
び
を
感
じ
な

が
ら
絵
手
紙
を
描
い
て
い
ま
す 。

石
田
セ
キ
子



( 8 ) 

藤

昌尽
か

ら

の
己竺竺竺旦雪圃

言

伊
勢
原
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
大
田
公
民
館
主
査

イ憂青木

公民館かながわ

『
二
十
年
を
終
え
て』

早
い
も

の
で、

公
民
館
に
異
動
し
て

二
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す。

こ

の
社
会
教
育
課
で
六
課
目
に
な
り
ま

す。

私
が
市
役
所
に
勤
め
た
二
十
年
前

は、

あ
の
バ
ブ
ル
の
終
わ
り
の
足
音
が

ち
ら
ほ
ら
と
聞
こ
え
て
来
た
時
期
で
し

た。

ま
だ
世
間
で
は
そ
の
事
を
知
っ
て

か
知
ら
ず
か、

散
り
際
の
バ
ブ
ル
を
謡

歌
し
て
い
た
と
思
い
ま
す。

私
は、

市

役
所
の
他
に
民
間
企
業
に
内
定
を
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
が、

と
く
に
迷
い
も

せ
ず
市
役
所
に
就
職
し
ま
し
た。

当
時

は
ま
だ
バ
ブ
ル
の
終
わ
り
の
頃
と
云
え

ど
も、

テ
レ
ピ
な
ど
で
は
景
気
の
よ
い

話
題
を
連
日
連
夜
放
送
し
て
い
ま
し
た。

今
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
が
日
常
だ
っ

た 、

懐
か
し
く
も
あ
り、

華
や
か
な
時

代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す。

バ
ブ
ル
の
終
駕
を
迎
え
て
十
数
年、

耐
震
偽
装、

年
金
問
題
な
ど
あ
り
ま
し

た
が、

昨
年
秋
に
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
!

ン
を
発
端
と
し
て、

日
本
に
も
多

大
な
影
響
を
与
え
た
米
国
発
の
世
界
金

融
危
機
が
起
こ
り、

い
ま
だ
不
況
の
出

口
が
見
え
ぬ
ま
ま、

テ
レ
ビ
か
ら
聞
こ

え
て
く
る
の
は、

二
十
年
前
と
は
正
反

対
の
痛
ま
し

い
事
件
や、

こ
の
先
不
安

を
募
ら
せ
る
内
容
ば
か
り
で、

時
代
の

変
化
に
驚
き
ま
す。

今
後、

日
本
社
会
で
大
き
な
課
題
と

し
て
一

番
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
雇
用
問

題
だ
と
思
い
ま
す。

事
実
上
先
進
国
不

況
に
突
入
し
て
い
る
日
本
は、

終
身
雇

用
制
度
は
残
る
と
思
い
ま
す
が、

民
間

企
業
は
実
質
能
力
主
義
へ
と
個
人
の
ス

キ
ル
や
実
績
を
重
視
し
て
い
ま
す。

公

務
員
も
そ
ん
な
時
代
に
入
り
ま
し
た。

地
方
分
権
が
進
展
し
て
い
く

中、

地
方

自
治
体
も
大
き
な
転
機
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す。

最
近
は
度
々
民
間
企
業

と
比
較
し
た
放
送
が
良
く
見
受
け
ら
れ

ま
す。

常
に
市
民
の
目
を
意
識
し
て
業

務
を
推
進
し
て
い
く
力
が
要
求
さ
れ
ま

す。

伊
勢
原
市
も
人
事
評
価
制
度
が
始

ま
り、

こ
の
先
今
ま
で
ど

お
り
と
は
い

き
ま
せ
ん。

自
分
の
認
識
や
短
所
は
ど

ん
ど
ん
「
自
己
改
革」

し 、

職
務
遂
行

に
必
要
な
能
力
を
積
極
的
に
身
に
付
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う。

|総会案内|
平成21年度の総会は、 次のとおり開催が予定され

ています。
編

平成21年5月22日(金)
午後2時10分から
ヤングコミュニティセンター
(厚木シティプラザ5階)
厚木市中町1 - 1 - 3 
046-2 11-111 0 

0とき

0ところ

分歩徒口東開八九院健』仰木厚本白水心喰耶

地
話
通
急

在

田

所
電
交
小

集

後

「HU
m-=ロ

早
い
も

の
で
広
報
部
会
を
担
当
し
て

二
年
目
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す。

異
動
で
メ
ン
バ
ー

の
過
半
が
入
れ
替

わ
っ
た
こ
と
も
あ
り、

二
年
間
の
月
日

も
あ
っ
と
い
う
聞
の
感
が
あ
り
ま
す。

。

昨
年
後
半
か
ら
の
経
済
環
境
の
急
激

な
悪
化
の
な
か、

世
の
中
全
体
が
浮
き

足
立
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て

公
民
館
に
は
地
域
社
会
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
の
役
割
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ、
っ
か。

厚木シティプラザこ
れ
か
ら
公
民
館
が
ど
う
変
わ
っ
て

い
く
べ
き
な
の
か、

ま
た、

変
わ
ら
ず

に
あ
り
続
け
る
べ
き
こ
と
が
何
な
の
か。

考
え
る
ヒ
ン
ト
を
紙
面
に
掬
い
上
げ

る
こ
と
が
少
し
で
も
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す。

。

来
年
度
か
ら
は
新
た
な
メ
ン
バ
ー

で

の
活
動
と
な
り
ま
す。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が、

突
然
の
依

頼
を
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
関

係
各
位
み
な
さ
ま
に、

こ
の
場
を
借
り

て
深
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す。


